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イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
人
材
を
育
成

長
崎
県
諫
早
市
に
、
小
粒
で
も
ピ
リ
ッ

と
し
た
個
性
を
持
つ
山
椒
の
よ
う
な
大
学

が
あ
る
。「
長
崎
ウ
エ
ス
レ
ヤ
ン
大
学
」
が

そ
れ
で
、
定
員
５
８
０
人
の
こ
じ
ん
ま
り

と
し
た
学
び
舎
だ
。「
共
生
社
会
の
実
現
」

を
教
育
理
念
に
、
外
国
語
学
科
、
経
済
政

策
学
科
、社
会
福
祉
学
科
の
３
学
科
を
擁

す
る
。

ル
ー
ツ
は
古
い
。
母
体
の
鎮
西
学
院

は
１
８
８
１
（
明
治
14
）
年
の
創
立
で
、

１
３
７
年
の
歴
史
を
誇
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス

ク
ー
ル
だ
。「
ウ
エ
ス
レ
ヤ
ン
」
と
は
、
メ
ソ

ジ
ス
ト
派
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
始
祖
・

ジ
ョ
ン
・
ウ
エ
ス
レ
ー
氏
に
ち
な
ん
だ
も

の
。
日
本
で
は
あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な
い
が
、

「
ウ
エ
ス
レ
ヤ
ン
」
を
冠
す
る
大
学
は
、
コ

ネ
チ
カ
ッ
ト
や
オ
ハ
イ
オ
な
ど
の
北
米
の
名

門
大
学
を
始
め
、
世
界
中
に
存
在
す
る
。

母
体
の
鎮
西
学
院
は
、テ
ネ
シ
ー･
ウ
エ
ス

レ
ヤ
ン
大
学
出
身
の
宣
教
師
Ｃ
・
Ｓ
ロ
ン

グ
博
士
が
設
立
。
青
山
学
院
大
学
、
明
治

学
院
大
学
と
並
ぶ
歴
史
だ
。

本
大
学
は
、
２
０
０
２
年
に
前
進
の
短

期
大
学
を
改
組
し
て
開
設
さ
れ
た
。
短
期

大
学
の
頃
か
ら
、
北
米
は
も
ち
ろ
ん
、
中

国
、
韓
国
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
交
流

が
盛
ん
で
、
近
年
で
は
マ
レ
ー
シ
ア
や
ベ
ト

ナ
ム
、
ネ
パ
ー
ル
、
イ
ン
ド
な
ど
ア
ジ
ア
諸

国
か
ら
も
留
学
生
を
積
極
的
に
受
け
入
れ

て
い
る
。

「
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
す
る
地
方

で
、『
な
く
て
は
な
ら
な
い
大
学
』
と
し
て

地
元
に
認
識
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
未

来
は
な
い
」―
―
。
学
長
で
あ
る
佐
藤
快
信

（
よ
し
の
ぶ
）
氏
の
、
ま
さ
に
「
口
癖
」
だ
。

企
業
経
営
者
か
ら
「
欲
し
い
」
と
望
ま
れ

る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
特
色
あ
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。
１
〜

３
年
の
必
修
科
目
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ

ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」で
は
、
高
齢
者
・
子
育
て

支
援
を
皮
切
り
に
、
商
店
街
活
性
化
、
地

場
産
品
を
使
っ
た
商
品
開
発
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
な
ど
、
学
生
・
教
職
員
が
共
に

地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
授
業
を
用
意
。

「
ノ
ー
と
言
え
る
人
間
は
当
た
り
前
。
う

ち
の
大
学
は
、
あ
ら
ゆ
る
課
題
に
『
ハ
イ
』

と
『
イ
エ
ス
』
で
答
え
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
立

ち
向
か
え
る
人
財
を
育
て
た
い
」
と
佐
藤

学
長
は
力
説
す
る
。

自
身
も
学
生
と
共
に
、
五
島
列
島
の
北

端
に
あ
る
離
島
・
小
値
賀
島
に
10
年
間

通
い
詰
め
、
住
民
参
加
型
ま
ち
づ
く
り
の

基
盤
を
築
い
た
。

産
学
官
連
携
に
も
積
極
的
だ
。お
膝
元

の
諫
早
市
は
も
ち
ろ
ん
、
雲
仙
温
泉
観
光

協
会
や
旅
館
ホ
テ
ル
組
合
、
長
崎
県
中
小

企
業
家
同
友
会
な
ど
と
は
包
括
的
ま
ち
づ

く
り
協
定
を
締
結
。
ま
た
、「
地
域
社
会
・

産
業
界
の
ニ
ー
ズ
を
理
解
す
る
に
は
ま
ず

は
教
員
か
ら
」
と
ば
か
り
に
、
専
任
教
員

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
派
遣
も
構
想
中
だ
。

現
在
、
本
大
学
で
は
、
文
科
省
の
委
託

事
業
「
長
崎
発　

観
光
地
域
づ
く
り
人

材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
通
じ
て
、
雲
仙･

島
原
半
島
の
観
光
分
野
の
中
核
人
材
育

成
に
産
学
官
連
携
で
挑
ん
で
い
る
。

〝
ポ
ス
ト
・
オ
リ
パ
ラ
〞
を
見
据
え
た
地

域
の
経
済
界
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
を

始
め
、
着
地
型
・
滞
在
型
観
光
へ
の
転
換

が
地
域
の
経
済
発
展
に
不
可
欠
だ
と
認

「ホワイトハウス」と呼ばれる本校舎

特別レポート

こ
れ
が
地
方
大
学
の
生
き
る
道
！

本
誌
本
誌    

和
泉
和
泉  

貴
志
貴
志

注
目
の

注
目
の

そ
の
比
類
な
き
個
性
と
戦
略
に
迫
る

そ
の
比
類
な
き
個
性
と
戦
略
に
迫
る

長
崎
ウ
エ
ス
レ
ヤ
ン
大
学
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識
し
て
い
る
。た
だ
し
、「
長
崎
県
の
胃
袋
」

と
評
さ
れ
る
島
原
半
島
も
、
食
は
も
ち
ろ

ん
、
自
然
景
観
、
歴
史
遺
産
な
ど
豊
か
な

地
域
資
源
を
有
す
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
の

魅
力
を
十
二
分
に
活
用
で
き
て
い
る
と
は

言
い
難
い
の
が
実
情
だ
。

こ
う
し
た
地
元
産
業
界
の
期
待
に
添
う

べ
く
、
眠
っ
て
い
る
地
域
資
源
を
掘
り
起

こ
し
、
新
た
な
旅
行
商
品
を
開
発
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
で
き
る
人
材
を
農
商
工
連
携
で

育
成
す
る
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
開
発
、

こ
れ
に
基
づ
く
講
座
を
開
設
し
た
。

受
講
生
は
、
地
元
の
観
光
協
会
を
始

め
、
宿
泊
業
、
交
通
・
運
輸
、
６
次
産
業

事
業
主
な
ど
、
観
光
に
携
わ
る
幅
広
い
分

野
か
ら
募
集
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
養
成
講

座
や
、
財
務
会
計
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
。
ほ
と
ん
ど
の
講
座
は
、
観
光

業
界
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
や
実
務
家
を
講

師
に
迎
え
る
と
共
に
、
他
分
野
で
働
く
受

講
生
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
兼

ね
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
進
め
ら
れ

る
。ま

た
、
こ
れ
ら
講
座
と
並
行
し
て
、
宿

泊
業
の
人
材
育
成
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た

「
旅
館
道
」
も
開
発
。
茶
道
や
華
道
と
同

様
、
旅
館
で
の
接
客
・
接
遇
も
「
道
」
と

し
て
捉
え
、「
お
も
て
な
し
」
に
は
完
成
形

は
な
く
、
常
に
探
し
追
い
求
め
、
自
己
を

高
め
続
け
る
―
―
。
こ
れ
が
神
髄
だ
。「
旅

館
道
」
は
ま
た
、
旅
館
と
い
う
文
化
体
験

を
い
か
に
楽
し
み
尽
く
す
こ
と
が
で
き
る

か
、
宿
泊
客
を
喚
起
す
る
狙
い
も
あ
る
。

旅
館
道
の
段
位
は
、
全
四
段
。
初
段
の

ス
タ
ッ
フ
レ
ベ
ル
か
ら
始
ま
り
、
師
範
代
で

あ
る
シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ま
で
、
各
段
位

で
「
お
も
て
な
し
」
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
が

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
化
さ
れ
て
い
る
。
高
い
動
機

づ
け
に
よ
り
、
離
職
防
止
を
も
狙
っ
て
い

る
。
な
お
、こ
の「
旅
館
道
」の
開
発
担
当

で
あ
る
教
員
は
、
自
ら
が
旅
館
の
女
将
に

頼
み
込
み
、
住
み
込
み
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
体
験
し
た
ほ
ど
。

中
国
超
富
裕
層
と
の
太
い
パ
イ
プ

本
大
学
は
「
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
大
学
」
と
し
て
、
地
元
と
海
外
産
業
界

と
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
も
一
役
買
っ

て
い
る
。

今
年
１
月
、
井
川
博
行
副
学
長
を
団

長
と
し
た
、
県
内
産
学
官
で
構
成
す
る

「
観
光
経
済
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
上
海
に
派

遣
。
最
高
層
セ
レ
ブ
ビ
ル
の
上
海
セ
ン
タ
ー

で
上
海
超
富
裕
層
と
の
交
流
会
を
開
催
。

上
海
ポ
ル
シ
ェ
ク
ラ
ブ
会
長
、
上
海
フ
ェ

ラ
ー
リ
協
会
副
主
席
、
ア
ス
ト
ン
・
マ
ー

チ
ン
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
、ベ
ン
ツ
、
ジ
ャ
ガ
ー
、ハ
ー

レ
ー
ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
な
ど
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
の

総
裁
ク
ラ
ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト
ク
ラ
ブ

会
長
、
ク
ル
ー
ザ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
な
ど
約

60
名
が
出
席
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
メ
ン
バ
ー

が
一
堂
に
会
す
の
は
上
海
で
も
初
め
て
だ
と

い
う
。

同
イ
ベ
ン
ト
の
仕
掛
け
人
と
な
っ
た
の

が
、
上
海
ポ
ル
シ
ェ
ク
ラ
ブ
会
長
の
張
志

雄
氏
。
井
川
氏
と
兄
弟
の
杯
を
交
す
ほ
ど

の
昵
懇
の
間
柄
だ
。
２
人
の
出
会
い
は
、

井
川
氏
が
約
10
年
前
に
長
崎
県
観
光
部

門
に
在
任
中
、
地
道
に
人
脈
開
発
を
す
る

中
で
知
り
合
っ
た
と
い
う
。
以
降
10
年
の

歳
月
が
二
人
を
、
義
兄
弟
の
仲
ま
で
育
て

上
げ
た
。

井
川
氏
に
は
、
人
付
き
合
い
で
貫
い
て

来
た
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
が
あ
る
。「
利
用
し

な
い
」「
相
手
に
何
も
求
め
な
い
」「
相
手

に
は
何
で
も
あ
げ
る
」
だ
。
そ
の
結
果
、こ

の
よ
う
な
超
富
裕
層
が
参
集
す
る
交
流

会
が
実
現
し
た
。
な
お
井
川
氏
は
、
中
国

唯
一
の
超
富
裕
層
メ
デ
ィ
ア
「
胡
潤
百
富
」

の
日
本
人
唯
一
の
顧
問
で
も
あ
る
。

「
東
京
か
ら
遠
い
田
舎
の
小
さ
い
大
学

で
す
が
、
中
国
超
富
裕
層
と
の
パ
イ
プ
は
、

間
違
い
な
く
日
本
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で
す
」

と
誇
る
井
川
氏
。

少
子
化
で
地
方
大
学
の
サ
バ
イ
バ
ル

が
「
待
っ
た
な
し
」
と
な
っ
た
今
、
長
崎
で

〝
快
気
炎
〞
を
挙
げ
る
本
大
学
の
ユ
ニ
ー

ク
な
取
り
組
み
に
、
教
育
界
は
も
ち
ろ
ん

ビ
ジ
ネ
ス
会
や
旅
行
業
界
か
ら
熱
い
視
線

が
注
が
れ
て
い
る
。

佐藤快信学長

少人数制は本大学の特色の１つだ

特別レポート




